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新
緑
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
本
土

地
改
良
区
の
運
営
に
際
し
、
日
頃
よ
り
ご

理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
来
よ
り
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
拡
大
に
つ
い
て
は
、
収
束
の
目
途
が

つ
か
な
い
な
か
今
日
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
、
幸
い
農
業
に
従

事
す
る
に
あ
た
っ
て
は
差
し
迫
っ
た
影
響

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
に
米
価
の
落
ち
込

み
や
業
務
用
を
中
心
に
需
要
が
低
迷
、
産

地
か
ら
の
出
荷
も
大
き
く
停
滞
し
、
先
行

き
不
透
明
な
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。 

近
年
、

異
常
気
象
と
も
い
え
る
な
か
災
害
の
発
生

も
続
き
、
米
価
の
低
迷
は
稲
作
農
家
に
と

っ
て
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
総
代
会
制
度
を
始
め
と
し
た
法

改
正
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
総
代

選
挙
規
程
の
新
設
な
ど
所
要
な
改
正
を
行

い
、
本
年
１１
月
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
総

代
選
挙
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
選
挙
管
理
委

員
会
の
管
理
か
ら
土
地
改
良
区
で
選
挙
を

執
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

１２
月
に
は
役
員
も
任
期
満
了
と
な
り
ま
す

の
で
、
円
滑
な
改
選
と
な
り
ま
す
よ
う
ご

理
解
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

国
営
印
旛
沼
二
期
事
業
は
、
令
和
元
年

度
ま
で
の
進
捗
率
で
約
８７
％
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
の
埜
原
ブ
ロ
ッ
ク
や
一
本
松
ブ

ロ
ッ
ク
の
確
実
か
つ
円
滑
な
工
事
を
、
国

営
事
業
所
に
は
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

印
旛
沼
地
域
に
と
っ
て
は
、
こ
の
国
営

事
業
を
契
機
に
関
連
事
業
と
し
て
基
盤
整

備
を
進
め
る
に
併
せ
、
水
稲
の
生
産
コ
ス

ト
低
減
技
術
の
適
用
な
ど
図
っ
て
行
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

い
ず
れ
の

地
域
で
も
担
い
手
問
題
は
差
し
迫
っ
て
お

り
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
加
速
さ
せ

る
た
め
、
農
地
中
間
管
理
事
業
に
関
連
す

る
基
盤
整
備
事
業
が
必
要
で
あ
り
、
改
良

区
と
し
て
も
そ
の
推
進
の
一
役
を
担
っ
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
先
頃
、
政
府
に
お
い
て
今
後
の
土

地
改
良
事
業
の
指
針
と
な
る
、
新
た
な
土

地
改
良
長
期
計
画
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

新
計
画
で
は
農
業
の
成
長
産
業
化
を
課
題

と
し
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
は
も
と

よ
り
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
実
装
可
能
と
す

る
整
備
な
ど
、
政
策
課
題
に
新
た
な
数
値

目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
注
視
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

結
び
に
、
印
旛
沼
地
域
の
農
業
農
村
の

発
展
の
た
め
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
取
り
組

ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
の
更

な
る
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理 

事 

長 

あ 

い 

さ 

つ

地区及び組合員の状況

R3.3.31時点

	 ○地区総地積 6,398 ha

	 ○組合員総数 8,561 人	

市町別内訳         （単位：人/ ha）

関係市町 組合員数 受益面積

印 西 市 2,549 2,568.7 

栄  町 794 763.9 

成 田 市 768 710.7 

酒々井町 520 270.8 

富 里 市 46 17.1 

佐 倉 市 2,182 1,335.8 

四街道市 47 15.1 

千 葉 市 62 36.6 

八 街 市 270 94.0 

八千代市 914 431.0 

船 橋 市 123 44.8 

白 井 市 286 109.7 
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令
和
３
年
３
月
30
日
、
通
常
総
代
会
が
本
区
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
、
総
代
現
員
数
60
名
よ
り
56
名
（
書
面
議
決
書
提
出
13
名
）
の
出

席
を
得
て
、
会
議
規
模
の
縮
小
、
時
間
短
縮
ほ
か
考
慮
し
午
前
９
時
に
開
会
し
ま
し
た
。

　
来
賓
に
、
国
営
二
期
事
業
所
長
、
印
旛
農
業
事
務
所
長
、
水
資
源
機
構
千
葉
用
水
総
合
管
理
所
長
が
臨
席
さ

れ
、
事
業
の
進
捗
状
況
含
め
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
　

　
議
長
に
は
印
西
市
選
出
の
富
井
康
夫
総
代
が
選
出
さ
れ
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予

算
案
等
全
13
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
案
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
３
月

令
和
３
年
３
月  

通
常
総
代
会
開
催

通
常
総
代
会
開
催

新
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ
か

新
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ
か

　　　　　　全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決

　　　　　　全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決

＜

通
常
総
代
会
提
出
議
案＞

第
１
号
　
令
和
２
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

第
２
号
　
令
和
２
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

第
３
号
　
賦
課
徴
収
細
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
４
号
　
令
和
３
年
度 

賦
課
金
の
賦
課
徴
収
の
時
期
及
び
方
法
に
つ
い
て

第
５
号
　
令
和
３
年
度 

総
代
・
役
員
・
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
つ
い
て

第
６
号
　
令
和
３
年
度 

一
般
会
計
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

第
７
号
　
令
和
３
年
度 

特
別
会
計
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

第
８
号
　
令
和
３
年
度 

農
林
漁
業
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

第
９
号
　
組
合
費
及
び
負
担
金
、
分
担
金
、
加
入
金
等
の
随
時
賦
課
徴
収
に
つ
い
て

第
10
号
　
金
銭
の
運
用
方
法
及
び
預
け
入
れ
金
融
機
関
に
つ
い
て

第
11
号
　
一
時
借
入
に
つ
い
て

第
12
号
　
事
業
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

第
13
号
　
国
営
二
期
事
業
に
係
る
改
良
区
所
有
財
産
の
寄
付
に
つ
い
て

理事長
長谷川邦彦

副理事長
土井　凱夫

 ●総代（定数６１名）は本年１１月に任期満了となり、続いて１２月には役員が改選となります。

令
和
３
年
３
月 

通
常
総
代
会
開
催

新
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ
か

　　　　　　全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決
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新
任
の
御
挨
拶

　
こ
の
４
月
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
阿
武
前
所
長
の
後
任
と
し
て

国
営
印
旛
沼
二
期
農
業
水
利
事
業

所
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
平

成
23

－

24
年
度
に
関
東
農
政
局
水

利
整
備
課
長
と
し
て
発
足
ま
も
な

い
本
事
業
を
担
当
し
、
何
回
と
な

く
足
を
運
ば
せ
て
い
た
だ
く
な
ど

思
い
入
れ
の
深
い
地
区
で
再
び
勤

務
が
で
き
る
の
は
、
大
変
嬉
し
く
、

か
つ
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
関
東
農
政
局
勤
務
の
後
、
ア

フ
リ
カ
の
ル
ワ
ン
ダ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

本
部
、
本
省
国
際
部
と
国
際
関
係

の
仕
事
が
続
き
、
直
近
は
、
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
、
Ｇ
20
の
食
料
安
全
保
障
関

係
の
窓
口
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
印
旛
沼
地
域
に
お
い
て

皆
様
と
一
緒
に
仕
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
印
旛
沼
土
地
改
良
区
の

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

当
事
業
所
の
運
営
並
び
に
事
業
推

進
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
こ

の
場
で
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
度
以
降
、
社
会

経
済
活
動
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
ま
す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
、
一
刻
も
早
く
収

束
す
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
度
、「
改
良
区
だ
よ

り
」
の
貴
重
な
紙
面
を
お
借
り
し

ま
し
て
、
当
事
業
所
が
進
め
て
お

り
ま
す
事
業
や
取
組
に
つ
い
て
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
水
資
源
機
構
の
宮
下
で
ご
ざ
い

ま
す
。
着
任
か
ら
３
年
目
の
春
を

迎
え
ま
し
た
。

　
印
旛
沼
土
地
改
良
区
組
合
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃

よ
り
水
資
源
機
構
の
事
業
運
営
及

び
印
旛
沼
開
発
施
設
の
管
理
運
営

に
つ
き
ま
し
て
格
段
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
で
は
、
い
か
な
る
場
合
も
印

旛
沼
の
用
水
確
保
と
出
水
時
の
確

実
な
洪
水
排
水
に
万
全
を
期
す
べ

く
、
執
務
場
所
を
庁
舎
内
３
箇
所

に
分
割
し
て
業
務
を
行
っ
て
お
り
、

ア
ク
リ
ル
板
設
置
等
の
感
染
防
止

対
策
と
併
せ
て
、
万
一
感
染
者
が

出
た
場
合
で
も
確
実
に
業
務
を
継

続
で
き
る
よ
う
リ
ス
ク
管
理
の
強

化
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
令
和
元
年
秋
に
は
千
葉

県
を
三
度
の
豪
雨
災
害
が
襲
い
、

１０
月
２５
日
の
豪
雨
で
は
印
旛
沼
が

昭
和
４３
年
の
排
水
機
場
管
理
開
始

以
降
の
最
高
水
位
と
な
り
、
結
果

と
し
て
印
旛
沼
に
流
入
す
る
河
川

周
辺
で
の
浸
水
被
害
等
が
生
じ
ま

し
た
。
こ
れ
を
教
訓
と
し
て
、
平

成
26
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
た
印

旛
沼
の
予
備
排
水
を
さ
ら
に
強
化

す
る
こ
と
と
し
、
昨
年
５
月
に
印

旛
沼
に
関
係
す
る
機
関
で
構
成
す

る
「
印
旛
沼
に
係
る
浸
水
被
害
軽

減
に
向
け
た
調
整
会
議
」
に
て
予

備
排
水
開
始
の
基
準
と
な
る
予
測

総
雨
量
を
引
き
下
げ
る
（
総
雨
量

１
５
０
mm
→
１
０
０
mm
）
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
昨
年
６
月
以
降
は
こ
の
新
基
準

に
従
い
、
３
回
の
予
備
排
水
を
行

関
東
農
政
局

印
旛
沼
二
期
農
業
水
利
事
業
所

所
　
長
　
田  

中
　
卓  

二

独
立
行
政
法
人
　

水
資
源
機
構

千
葉
用
水
総
合
管
理
所

所
　
長
　
宮  

下
　
武  

士

い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
印
旛
沼

の
常
時
満
水
位
２
・
３
m
（
５
～

８
月
は
２
・
５
ｍ
）
に
対
し
、
最

高
で
も
２
・
５
ｍ
の
水
位
に
抑
え

る
な
ど
、
予
備
排
水
が
概
ね
有
効

に
機
能
し
た
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
緊
張
感
を
も
っ
て

印
旛
沼
の
洪
水
排
水
に
臨
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
も
激
甚
な
水
害
が
近

年
頻
発
し
て
お
り
、
今
後
も
気
候

変
動
に
よ
っ
て
降
雨
量
の
増
大
と

水
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
対
応

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
河
川
管
理
者

に
よ
る
治
水
対
策
だ
け
で
は
追
い

つ
か
な
い
こ
と
か
ら
、
河
川
の
流

域
全
体
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協

働
し
、
流
域
全
体
で
水
害
を
軽
減

さ
せ
る
治
水
対
策
と
し
て
「
流
域

治
水
」
の
考
え
方
が
国
に
よ
っ
て

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
根
川
下
流

域
で
も
昨
年
８
月
に
「
利
根
川
下

流
流
域
治
水
協
議
会
」
が
設
置
さ

れ
、
12
月
に
は
印
旛
沼
流
域
の
市

町
、
印
旛
沼
二
期
事
業
所
、
水
資

源
機
構
千
葉
用
水
等
も
メ
ン
バ
ー

に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
に
は

同
協
議
会
に
よ
っ
て
「
利
根
川
・

江
戸
川
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
印
旛

沼
で
は
ハ
ー
ド
面
で
の
堤
防
整
備

や
河
道
掘
削
等
と
と
も
に
、
ソ
フ

ト
面
で
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
更
新
、
災
害
が
発
生
し
や
す
い

地
域
の
立
地
適
正
化
計
画
の
検
討

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
次
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

１
年
延
期
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年

同
様
、
利
根
川
流
域
で
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
期
間
中
に
渇
水
を
発
生
さ
せ

な
い
よ
う
、
国
土
交
通
省
を
中
心

に
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、
年
末
年

始
の
寒
波
で
平
年
並
み
の
積
雪
状

況
と
な
っ
て
い
る
利
根
川
の
豊
富

な
融
雪
水
の
一
部
を
、
利
根
川
と

荒
川
を
結
ぶ
武
蔵
水
路
（
水
資
源

機
構
管
理
）
を
使
っ
て
荒
川
下
流

部
の
調
整
池
へ
温
存
す
る
操
作
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
の
印
旛
沼
流
域
で
は
令
和

元
年
１０
月
以
降
は
安
定
し
た
降
雨

に
恵
ま
れ
て
お
り
、
利
根
川
か
ら

の
水
の
く
み
上
げ
を
行
わ
ず
、
印

旛
沼
流
域
の
水
だ
け
で
沼
の
水
位

を
維
持
で
き
る
状
態
が
１
年
半
ほ

ど
続
い
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
昭
和

４３
年
の
管
理
開
始
以
降
で
最
長
の

記
録
を
更
新
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
た
だ
、
令
和
元
年
４
月
に
は

２
週
間
ほ
ど
旱
天
が
続
い
た
こ
と

と
代
か
き
期
が
重
な
っ
た
こ
と

で
、
沼
の
水
位
が
２
・
０
m
近
く

ま
で
低
下
す
る
事
態
に
陥
り
ま
し

た
。
利
根
川
か
ら
水
を
汲
み
上
げ

よ
う
に
も
利
根
川
流
量
も
少
な

く
、
当
時
機
構
に
て
国
土
交
通
省

に
水
融
通
の
お
願
い
に
行
き
ま
し

た
が
、
ま
ず
は
印
旛
沼
流
域
で
自

主
的
な
渇
水
対
策
を
行
う
べ
き
と

の
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。
気
候
変

動
に
よ
る
気
象
の
極
端
化
で
、
今

後
も
こ
う
し
た
渇
水
リ
ス
ク
が
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
印
旛
沼
の

渇
水
時
の
調
整
ル
ー
ル
に
つ
い
て

も
今
後
県
や
関
係
利
水
者
と
協
議

し
、
合
意
を
得
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
土
地
改
良
区
の
皆

さ
ま
に
も
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
印
旛
沼

土
地
改
良
区
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
活

躍
、
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

　
当
事
業
所
は
、
平
成
22
年
８
月

に
開
所
し
て
か
ら
早
い
も
の
で
11
年

ほ
ど
が
経
ち
ま
し
た
。
初
年
度
に

年
間
事
業
費
１
億
５
千
万
円
で
着

手
し
て
以
降
、
毎
年
度
所
要
の
予

算
確
保
と
事
業
推
進
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
は
、

当
初
予
算
で
約
22
億
５
千
万
円
の

年
度
事
業
費
を
確
保
し
て
お
り
、
令

和
２
年
度
補
正
予
算
の
約
２
億
５

千
万
円
と
合
わ
せ
ま
し
て
事
業
費

ベ
ー
ス
で
約
25
億
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
令
和
２
年
度
ま
で
の
進
捗

は
80
％
を
超
え
て
お
り
、
本
事
業
は

事
業
工
期
の
終
盤
に
入
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
総
事
業
費
の
改
定
と
事

業
工
期
の
延
伸
を
実
施
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
ほ
か
、
事
業
採
択
後
10
年

の
節
目
を
迎
え
た
事
業
再
評
価
を

実
施
し
、「
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

事
業
を
着
実
に
推
進
す
る
。」
と
い

う
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
工
事
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、

一
本
松
機
場
掛
か
り
と
埜
原
機
場

掛
か
り
の
工
事
を
中
心
に
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
一
本
松
機
場
掛
か

り
は
、
東
側
用
水
路
工
事
を
実
施

し
た
ほ
か
ポ
ン
プ
設
備
の
実
施
設

計
を
、
埜
原
機
場
掛
か
り
は
、
過

年
度
に
引
き
続
き
埜
原
機
場
建
設

工
事
の
ほ
か
埜
原
幹
線
用
水
路
及

び
支
線
用
水
路
工
事
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
一
方
、
埜
原
機
場
関

連
の
工
事
で
長
期
間
、
広
範
囲
に

渡
る
道
路
の
通
行
止
め
に
よ
り
周

辺
の
皆
様
に
ご
不
便
を
お
か
け
し

て
い
る
こ
と
、
こ
の
場
を
借
り
て

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度

は
、
引
き
続
き
埜
原
機
場
掛
か
り

で
の
機
場
及
び
用
水
路
工
事
の
実

施
と
、
一
本
松
機
場
掛
か
り
で
の

用
水
路
工
事
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
令
和
５
年
度
の
通
水
開
始
に

向
け
、
両
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
安
全
か

つ
着
実
に
工
事
を
進
捗
さ
せ
る
と

と
も
に
、
既
存
施
設
の
廃
止
に
と

も
な
う
撤
去
等
の
調
整
や
、
支
線

水
路
掛
か
り
へ
の
適
正
な
配
水
確

保
な
ど
の
技
術
的
な
課
題
に
つ
い

て
、
土
地
改
良
区
や
関
係
機
関
と

の
緊
密
な
連
携
を
図
っ
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
事
業
は
、
農
業
用
排

水
機
能
の
改
善
に
加
え
て
農
業
用

水
及
び
印
旛
沼
の
水
質
保
全
機
能

の
増
進
を
目
指
し
た
新
し
い
タ
イ

プ
の
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、「
水
質
保

全
機
能
増
進
の
た
め
の
行
動
計
画

（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）」
に
基
づ

き
、
循
環
か
ん
が
い
施
設
の
整
備

や
、
県
・
Ｊ
Ａ
・
土
地
改
良
区
の

皆
様
と
連
携
し
な
が
ら
環
境
保
全

型
農
業
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
昨

年
こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
見

直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

折
し
も
、
農
林
水
産
省
は
、
我
が

国
の
食
料
・
農
林
水
産
業
の
生
産

力
向
上
と
持
続
性
の
両
立
を
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現
す
る
「
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
策

定
を
進
め
て
お
り
、
本
事
業
の
環

境
と
の
連
携
を
後
押
し
す
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
長
谷
川
理
事
長
を
は
じ
め
と
す

る
印
旛
沼
土
地
改
良
区
の
役
職
員

の
方
々
、
並
び
に
組
合
員
の
皆
様

方
の
本
事
業
に
対
す
る
多
大
な
る

ご
支
援
・
ご
理
解
に
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と

も
よ
り
一
層
計
画
的
で
効
率
的
な

事
業
推
進
に
努
め
、
事
業
完
了
に

向
け
て
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。



令和３年５月１日発行	 印 旛 沼 土 地 改 良 区 だ よ り 	 第 73 号 （4)

改 良 区 からの お 知らせ改 良 区 からの お 知らせ
令和３年度　経常費・維持管理費の賦課金単価 (10ａ当り）   （単位：円／10ａ当）

賦　課　種　別 単　価 　支　　区　　名　 単　価 　支　　区　　名　 単　価

１． 経 常 費 賦 課 金 3,950 ⑥ 高 崎 川 支 区 4,600 ⑪ 酒 々 井 支 区 5,500

２． 維持管理費賦課金 （支区別単価） ⑦ 埜 原 支 区 3,500 ⑫ 布 鎌 支 区 3,500

① 八 千 代 支 区 4,200 ⑧ 印旛沼北部支区 3,100 ⑬ 鹿島川上流支区 6,500

② 佐 倉 西 部 支 区 5,000 ⑨ 佐 倉 北 部 支 区 4,000 ⑭ 印旛沼東部支区 3,800

③ 一本松用水支区 5,500 ⑩ 中 央 支 区 3,500

④ 平 戸 支 区 7,000 【備考】　・本表は甲地区単価を掲載 （乙地区は経常費1,316円） 

　　　　・畑は経常賦課金・維持管理賦課金とも１/３⑤ 神 崎 川 支 区 4,000

賦課金は納期までに納入下さい

分区徴収における徴収手数料及び完納奨励金について 

令和４年度より口座振替による賦課金の徴収を行います

納期内に納入されない方には ……

　賦課金の納入におきましては、徴収分区を設定いただき地元徴収役員さんにお願いしておりますが、分区

徴収にあたり賦課金納付奨励規程から奨励金を交付しております。

　令和４年度より口座振替による賦課金の徴収を行う事となりましたので、納付に便利な口座振替をご利用

下さい。尚、申し込みをされた翌年度より口座振替を開始致します。

　納期内に納入されない方に対しては、「督促状」を発行し早期の納入をお願いしております。

　３月３０日に開催された通常総代会におきまして、本年度の賦課金及び徴収期日が下表のとおり確定いたしました。

◆賦課金は、皆さんの組織である土地改良区運営の根幹を成すもので、円滑な事業の実施に必要な財源であります。 

�　別掲の賦課金納入状況のとおり、平成３１年度 賦課金（経常費・維持管理費）の収納率は、分区役員さんをはじめ組合員

皆さまのご理解により９９％以上の徴収率となっております。 

�　賦課金が期限内に納入されることにより、施設の維持管理ほか予算に基づく執行が可能となりますので、ご理解ご協力を

いただき納入期限までの納入を宜しくお願いいたします。

◆�賦課金（経常費・維持管理費）における「徴収手数料」は、分区徴収された納入額に対し２％を、「完納奨励金」について

は、分区徴収における分区賦課額（分区組合員の賦課金合計額）の９０パーセント以上の納入がされた分区に対し、納期限

内にあっては２％、納期後１ヶ月以内にあっては１％を交付させていただいております。

◆�口座振替依頼書は改良区ＨＰよりダウンロード頂くか、改良区会計課までお問い合わせください。折り返し、申し込み案内

を送付致します。（令和３年度は全組合員配布を行っております）

◆�督促状が発送されますと、規程により過怠金として「督促手数料及び延滞金（年１４．６％）」が加算されますので、必ず

期限内の納入をお願いいたします。

　また、督促状を発しても納入されない方に対しては、土地改良法第３９条（差押）の処分対象者として手続きを開始しま

すので留意願います。

令和３年度　賦課金の賦課期日及び納入期限

　 賦  課  種  別 　 　 賦 課 期 日 　 　 納 入 期 限 　 付　　　記

１．経 常 費 賦 課 金
R3. 4. 23 R3. 6. 15 上記単価により地積割に賦課

２．維 持 管 理 費 賦 課 金

３．農 林 漁 業 資 金 等 償 還 金 R3. 10. 1 R3. 11. 1 農業基盤整備促進事業　大竹地区、葉崎地区

４．そ の 他、　 特 別 賦 課 金 賦課徴収の必要が生じた場合は、総代会で定める。



(5) 第 73 号	 印 旛 沼 土 地 改 良 区 だ よ り 	 令和３年５月１日発行

改 良 区 か ら の お 知 ら せ改 良 区 か ら の お 知 ら せ

組合員を変更する場合は、印旛沼土地
改良区総務課へ連絡をお願いします。

・現在、賦課されている土地について、売買や相続に伴い名義変更・経営移譲・賃借契約等により変

更が生じた場合には、印旛沼土地改良区へ書類（組合員資格得喪通知書）の提出が必要です。

・毎年４月１日現在の土地台帳に基づきまして、賦課金を算出しております。届出の手続きを行いま

せんと組合員は変わりません。

・法務局で売買や相続の登記が済んでいても、改良区に書類の提出がない場合変更されません。

・様式につきまして、改良区に来所していただく他に書類の郵送、改良区のホームページから様式を

ダウンロードできます。

【組合員資格得喪通知書（様式） 】

農地転用される方へ
・土地改良区内の農地を農地以外に転用をする場合には改良区への「届出」が必要です。また、「地区除外決

済金」が掛かります。
・「届出」とは、土地改良区域内の農地（田・畑）を農地以外のものに転用される場合に届出を必要とします。
・「地区除外決済金」とは、その農地に投資した土地改良資金の借入金の残額や、今後必要とされる維持管理

費等を納めて頂くものです。
　農地が転用によって減少すると、残った農地に対する負担の過重が大きくなることから、農家負担の公平を
図るため土地改良法第４２条２項の規定により決済金を納めて頂くことになっています。

・また、市街化区域内の農地の転用や、公共事業用地として買収された場合においても同じく届出及び決済が
必要になります。

　手続きしませんといつまでも、賦課され続けますのでご注意下さい！



令和３年５月１日発行	 印 旛 沼 土 地 改 良 区 だ よ り 	 第 73 号 （6)
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受託事業収入
1.0％諸収入

2.1％

負担金
6.6％

補助金
2.2％

使用料・使用料・
手数料手数料
　1.0％　1.0％

組合費組合費
　71.6％　71.6％

補助金 0.5％補助金 0.5％

諸収入 1.6％諸収入 1.6％

受託事業収入 受託事業収入 
0.1％0.1％

繰入金 8.5％

繰入金繰入金
15.5％15.5％

組合費組合費
  89.0％	  89.0％	

使用料・使用料・
手数料手数料
　0.3％　0.3％

事務性質費
41.96％

264,695,956円

その他（会計通過金)
0.18％

その他（会計通過金)
0.02％

維持管理性質費
57.86％

364,984,056円

収 入 額
630,794,723円

 （除：繰越金） 

支 出 額
636,939,969円

 （除：予備費） 

事務性質費
25.94％

165,236,287円

維持管理性質費
74.04％

471,587,332円

諸支出金諸支出金
13.2％13.2％

交付金交付金
4.2％4.2％

諸費諸費
4.0％4.0％ 修繕・修繕・

保全費保全費
　16.8％　16.8％

電気料電気料
　23.0％　23.0％

諸支出金諸支出金
　10.9％　10.9％

人件費人件費
4.0％4.0％

総代・役員費 10.3％総代・役員費 10.3％

分担金・分担金・
負担金負担金
　0.7％	　0.7％	

分担金・分担金・
負担金負担金
19.3％	19.3％	

職員費職員費
　42.3％　42.3％

 職員費 職員費
15.3％15.3％

事務費事務費
　35.7％　35.7％



(7) 第 73 号	 印 旛 沼 土 地 改 良 区 だ よ り 	 令和３年５月１日発行

����� ���������������

����� �������

������

� � � � � �

� � � � � �����������

� � � � � � � � � � � �����������

� � �������������

� ���������������� ����������

� � � � � � � � � � ���������

� � � � � � � � � � ���������

� � � � � � � � � � � � � � ����������

� � � � ���� � � � � � � ���������

� � � � � � � � � � � � ����������

� � � � � � � � � �����������

�� � � � � � � � � � ���������

� � � � � �

�� � � � � � � � � � � � � ���������

�� � � � � � � � � � � ����������

�� � � � � � � ����������

�� � � � � � � � � � � ���������

�� � � � � � � � � ���������

�� � � � � � � � � � ����������

�� � � � � � � �������������

� � �������������

�� � � � � �����������

� � �������������

����� �������

������

� � � � � � � � � ���� ��� �����

� � � � � � ����������� ����������� ������ �������

� � � � � � ����������� ����������� ������ �������

� � � � � � � � � � � ��������� ��������� ������� �

��������

�������������������������������������

���������������������������������������������������

��������������������������������������������������

�����������������������������������������������

����� ��������������

� � � � � ������������

������� ������������

� � � � � ����������

�����������������

������������

� � � � � �����������

� � � � � � � ������������

��������

�������������������

�������������������������

�������������

� � � � � ������������

� � � � � � � ������������

� � � � � ����������

�����������

��������������

� � � � � ������������

������� ������������

� � � � � ����������

����������������������

��������������������

������������

� � � � � �����������

� � � � � � � ������������

� � � � � � ������������

��������

�������������������

�������������������������

��������������������

��

� � � � � ������������

� � � � � � � ������������

� ���������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������

������������������������������������

����

受託事業収入 1.4％
諸収入
0.9％

負担金
8.0％

補助金
2.5％

使用料・使用料・
手数料手数料
　1.0％　1.0％

組合費組合費
　71.0％　71.0％ 補助金 0.5％補助金 0.5％

諸収入 0.5％諸収入 0.5％

繰入金 13.2％繰入金 13.2％

繰入金繰入金
15.2％15.2％

組合費組合費
  85.6％	  85.6％	

使用料・使用料・
手数料手数料
 0.2％ 0.2％

事務性質費
42.67％

272,910,898円

その他（会計通過金)
0.27％

維持管理性質費
57.06％

364,891,628円

収 入 額
639,556,326円

 （除：繰越金） 

その他（会計通過金)
0.28％

支 出 額
628,821,971円

 （除：予備費） 

事務性質費
27.73％

174,363,000円

維持管理性質費
71.99％

452,705,171円

諸支出金諸支出金
15.6％15.6％

交付金交付金
3.9％3.9％

諸費諸費
5.3％5.3％

修繕・修繕・
保全費保全費
9.8％9.8％

電気料電気料
23.4％23.4％

諸支出金諸支出金
　11.4％　11.4％

人件費人件費
4.2％4.2％

総代・役員費 11.0％総代・役員費 11.0％

分担金・分担金・
負担金負担金
　0.5％	　0.5％	分担金・分担金・

負担金負担金
22.2％	22.2％	

職員費職員費
　37.8％　37.8％

 職員費 職員費
15.6％15.6％

事務費事務費
 39.3％ 39.3％
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　国は担い手への農地の利用集積について、日本再興戦略（平成25年６月14日）において、農林水産業を成長産業とするため

の成果目標の１つとして「今後、10年間で、全農地面積の８割が、担い手によって利用され、産業界の努力も反映して担い手

のコメの生産コストを現状全国平均比４割削減し、法人経営体数を５万法人とする」とし、平成25年度末の担い手への農地利

用集積率48.7％を平成26年度から令和５年度までの10年間で31.3％増加させ、80％とするとしました。

　しかしながら、６年経過した、令和元年度の実績は57.1％となっています。

　千葉県は千葉県農地中間管理事業の推進に関する基本方針（平成26年３月）･千葉県農業経営基盤の強化の促進に関する基

本方針（平成26年４月）において、概ね10年後の担い手への農地利用集積率の目標を51％としました。しかしながら、令和

元年度の実績は25.2％です。この集積率は令和元年度の耕地面積10万ha以上を有する14の都道府県で最下位です。この状況

を打開するため、千葉県農地中間管理機構は基盤整備事業を中心に据えて集積率の向上を図るとしています。

　一方、千葉県の耕地面積は平成25年度には、127,700haでしたが、令和元年度には124,600haと６年で、3,100ha減少して

います。

　このまま放置すると、緑豊かな地域環境を次世代に引き継ぐことができなくなるのではないでしょうか。この問題を自ら打

開するため、まず、第一歩として、分かっているようで分からない、地域の現状を正確に把握するため、アンケートを実施

し、その結果を分析し、図面に落とし、現状を地域の共通認識とした上で、徹底した話し合いにより「地域の将来方針」を作

成する『人・農地プランの実質化』に着手してみてはいかがでしょうか。『人・農地プランの実質化』の主な作業は市町が中

心となり進めてくれます。

　印旛沼土地改良区は、全国に先駆け、水田農業の方向性を見定め、その対策の１つとして、「担い手育成のための大区画ほ場

整備事業」を実施してまいりました。この事業は農業を続ける農家にとっては、経営の拡大･合理化に寄与し、後継者が無く

農業を辞めたい農家にとっては農地を貸すことで農地所有者の責務を果たし、農地荒廃による更なる資産価値の低下を防ぎ、

農地所有に伴う諸支出の幾分かの補いを得ることが出来るというメリットをもっています。新たな時代にはその時代に合った

創意工夫、舞台及び舞台装置が必要です。平成30年度からは、農地中間管理機構が借り受けた農地について、一定の要件のも

と、農業者の申請、同意、費用負担なしで農地の集積･集約化に必要な農地整備事業を実施出来る、農地中間管理機構関連農

地整備事業が施行されています。（農地整備事業実施前に必要な調査･測量･設計事業費等については地元負担が必要です。）

　これから、農地は相続等により更に分散状態となります。地域の歴史上の偉人はあなたです。国の農

業政策を活用し、荒廃農地の増加を防ぎ、緑豊かで活気のある印旛沼周辺を創造し、所有農地の抱える

問題を解決した上で、次世代に引き継ぐために行動する時期が来たようです。各支区、各地域において

状況が異なります。地域の話し合い等の進め方については、地域にあった推進体制が必要です。地域の

ご要望に応じて関係機関と共に対応してまいります。

【連絡先】農地中間管理班　班長　岩本　光成

電　話　０４３－４８４－１１５５

基盤整備事業の実施に向けて！
　宮崎まさお参議院議員を迎えて （令和２年８月）

topics

　印旛沼土地改良区では、農地中間管理関連農地整備事業による基盤整備に向け、現在、３地区が調査・測量・設計事業を実

施しています。

　令和２年８月26日、宮崎雅夫参議院議員を迎えて、事業要件や基盤整備の推進に向け指導いただきました。

　続いて現地調査では、理事長と共に国営印旛沼二期事業により令和２年より通水開始した「宗吾西機場」に立ち寄り、施設

の更新状況や用排水系統など確認しました。

　最後に基盤整備予定地区に出向き、早生種の稲刈り最中のなか計画図を手に担い手による営農イメージなど意見交換しまし

た。

事業要件など意見交換事業要件など意見交換 基盤整備予定地区にて基盤整備予定地区にて

【農地中間管理事業について】
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事業名
地　区　名

（関係支区名）
工期

全　　　　体 令和２年度事業 令和３年度事業（予定） 備　　考
（負担割合）事　業　量 事業費 事　業　量 事業費 事　業　量 事業費

国営かんがい
排 水 事 業

印旛沼二期地区

成田市、佐倉市
八千代市、印西市
酒々井町、栄町

H22

～

R6

(R9)

揚水機場　 Ｎ=3箇所

用排水機場 Ｎ=3箇所

幹線用水路 Ｌ=1.2km

幹線排水路 Ｌ=1.1km

支線用水路 Ｌ=51.7km

受益面積　 Ａ=5,002ha

43,500,000

埜原機場工事

埜原幹線・支線用水路工事

一本松師戸用水管工事

旧機場撤去工事

宗吾西低地排水路工事

調査測量設計一式

2,930,000

埜原機場工事

埜原幹線・支線用水路工事

一本松師戸用水管工事

旧機場撤去工事

調査測量設計一式

2,250,000

国66.6％、県25％、

地元8.4％

（地元負担の内訳）

用水：関係市町6.0％、

　　  農家2.4％

排水：関係市町8.4％、

　 　農家0％

県 営 農 業 競
争 力 強 化 基
盤 整 備 事 業

埜　原
（埜　原）

H27

～

R6

排水機場　 Ｎ=1箇所

排水路工　 Ｌ=2,425m
1,171,600

埜原機場工事

調査設計一式
93,721

埜原機場工事

調査設計一式
263,000

国50％、県25％、

市25％

県 営 基 幹
水 利 施 設
ストックマネ
ジメント事業

弥富川
（鹿島川上流）

H28

～

R5

排水路護岸工 Ｌ=1,450m 519,380
排水路護岸工事

調査設計一式
91,945

排水路護岸工事

調査設計一式
107,100

国50％、県25％、

市25％

国営造成施設
管 理 体 制
整備促進事業
(管理体制整備型)

[令和３年度より
許可支援費は、
水利施設管理強
化事業へ移行 ]

印旛沼

【第１期】

H12～H16

【第２期】

H17～H21

【第３期】

H22～H29

【第４期】

H30～R4

【第１・２期】

電力料・整備補修費他一

式・安全管理

【第３期】

電気料・整備補修費他一

式・安全管理

【第４期】

電気料・整備補修費他一

式・

【第１期】

180,430

【第２期】

186,300

【第３期】

231,607

【第４期】

140,750

【第４期】

電力料、整備補修費他一

式

28,150

【第４期】

電力料、整備補修費他一式

[令和３年度より許可支

援費は、水利施設管理強

化事業へ移行]

27,900

【補助金】

農業外効果にかかる補

助金

　全体経費の37.5％以内

国50％、市町50％

計画更新活動、推進活動
一式

250 国50％、県50％

農業基盤整備
促 進 事 業

内　田
(鹿島川上流)

H28

～

R2

揚水機場工Ｎ=2基

用水路工ℓ=47.39m
49,864

H31年度繰越事業

用水路工ℓ=47.39m

実施設計施工監理一式

13,684 令和２年度完了 －

国50％、市10％、

改良区20％、地元20％

R2年度単独維持管理負

担軽減対策事業対応

単 独 災 害
復 旧 事 業

印旛沼

H31

～

R2

全体復旧62箇所

（内訳）

　機場関係復旧60箇所

　水路関係復旧2箇所

42,389.6

全体復旧18箇所

（内訳）機場関係復旧18

箇所

7,520.7 令和２年度完了 －
関係市町10％～50％

改良区90％～50％

高 濃 度 PCB
廃 棄 物
処 理 事 業

印旛沼 R3

運搬及び処理　30件

コンデンサ・変圧器補修

一式

5,896.7 令和３年度へ繰越 －

運搬及び処理　30件

コンデンサ・変圧器補修

一式

5,896.7

運搬費：国50％

　　　　改良区50％

処理費：改良区30％

１．国営・県営・団体営・非補助事業� （事務費除き　単位：千円）

　
昨
年
４
月
７
日
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
発
せ
ら
れ
一
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
な
が
ら
未
だ
収
束
の
出
口
が
見
え
て
い
ま
せ
ん
。 

様
々
な
行

事
や
会
議
が
縮
小
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
常
に
コ
ロ
ナ
を
意
識
の
下
に
置
く
こ
と
で
息
苦
し
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
様
な
中
、
今
年
も
用
水
時
期
を
迎
え
農
家
と
共
に
繁
忙
期
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
ず
は
今
年

一
年
、
災
害
な
ど
無
く
豊
作
の
秋
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
お
祈
り
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
業
務
に
専

念
し
て
ま
い
り
ま
す
。

編
　
集
　
後
　
記

用排水施設の安全対策について用排水施設の安全対策について

　４月から８月まで農業用水期となり、

半年以上休止していた用水機場が一斉に

稼働し始めます。これまで水が流れてい

なかった用排水路や堰などでは、水の量

や勢いが増してきます。

　大雨時に農家の方々が見廻り作業する

場合も注意いただきたいところですが、

特に子供が水に親しむ季節となり興味を

引く場所となります。

　改良区では基幹施設保全管理業務と

して、管内小中学校の児童生徒に向け安

全啓発用の物資を作製し配布しています。

　夏休みに入ると水路等での事故が毎年

報道されます。

　付近で遊んでいたり、危険な場所で釣

りなどしている子供たちを見かけたら、

注意を促してあげて下さい。

令和２年度　土地改良事業の概要


